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 要 旨   
 日本の渋柿である「西条柿」はアルコール過剰摂取後の体調不良を改善する生物活性物

質を含むと考えられている。ヒトでアルコール摂取前後に柿（果実、干し柿、柿エキス）

を食べさせて、血中アルコール濃度への影響を調べた。またラットでアルコール摂取前に

柿エキスを投与して血中アルコール濃度、抗酸化活性、フラボノイド量を調べた。アルコ

ール摂取前の柿摂取によって、アルコール摂取 1 時間後のヒトの血中アルコール濃度が対

照よりも顕著に減少した。これは林檎を摂取した場合に比べて、より効果的であった。ラ

ットでも柿エキス摂取後に同様な傾向が見られたが、顕著ではなかった。アルコール摂取

後の柿摂取では、ヒトにおいて血中アルコール濃度への影響は有意な差異はなかった。ま

た、ラット血中において抗酸化活性およびフラボノイド量の増加は見られなかった。以上

より、アルコール摂取前に柿を摂取することでアルコール摂取による血中アルコール濃度

が減少することがわかった。柿のタンニン単独あるいは他の柿成分が共存することで効果

があると思われるが、これらの成分は血中には移行せず、胃の中でアルコールを吸収して

胃腸の上皮表面からのエタノールの吸収を抑制すると考えられる。 
 
 
 
 
 
 

 




